
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

絵
画
教
室
も
自
粛
し
て
２
カ

絵
画
教
室
も
自
粛
し
て
２
カ

月
、
人
ご
み
を
避
け
て
い

月
、
人
ご
み
を
避
け
て
い

る
。
作
品
は
去
年
の
も
の

る
。
作
品
は
去
年
の
も
の

だ
。
侯
爵
家
別
邸
で
あ
っ
た

だ
。
侯
爵
家
別
邸
で
あ
っ
た

と
い
う
鎌
倉
文
学
館
は
、
重

と
い
う
鎌
倉
文
学
館
は
、
重

厚
か
つ
洒
脱
、
バ
ラ
園
の
華

厚
か
つ
洒
脱
、
バ
ラ
園
の
華

や
か
さ
に
負
け
な
い
存
在
感

や
か
さ
に
負
け
な
い
存
在
感

だ
。
だ
。

　

建
物
は
二
面
を
描
け
と
よ

　

建
物
は
二
面
を
描
け
と
よ

く
言
わ
れ
る
。
平
面
的
に
な

く
言
わ
れ
る
。
平
面
的
に
な

ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
戒
め

ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
戒
め

だ
。
こ
の
作
品
で
は
凹
凸
を

だ
。
こ
の
作
品
で
は
凹
凸
を

強
調
す
る
と
同
時
に
室
内
を

強
調
す
る
と
同
時
に
室
内
を

暗
示
し
て
奥
行
き
を
表
現
す

暗
示
し
て
奥
行
き
を
表
現
す

る
こ
と
に
努
め
た
。
も
っ
と

る
こ
と
に
努
め
た
。
も
っ
と

も
、
こ
の
建
物
自
体
が
持
つ

も
、
こ
の
建
物
自
体
が
持
つ

歴
史
の
奥
行
き
が
絵
を
助
け

歴
史
の
奥
行
き
が
絵
を
助
け

て
く
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

て
く
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

な
い
。

　

鎌
倉
市
と
鎌
倉
市
内
の
郵

　

鎌
倉
市
と
鎌
倉
市
内
の
郵

便
局
が
３
月

便
局
が
３
月
2424
日
、
持
続
可

日
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
的
に
、「
連
携
と
協
力
に

目
的
に
、「
連
携
と
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た

＝
写
真

＝
写
真
。
市
制

。
市
制
8080
周
年
記
念

周
年
記
念

フ
レ
ー
ム
切
手
も
５
月
ご
ろ

フ
レ
ー
ム
切
手
も
５
月
ご
ろ

販
売
さ
れ
る

販
売
さ
れ
る

　

連
携
協
力
の
内
容
は
、
市

　

連
携
協
力
の
内
容
は
、
市

と
市
内
郵
便
局（

と
市
内
郵
便
局（
2222
局
）が
魅

局
）が
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
局
窓
口
に
市
の
お
知
ら
せ

て
局
窓
口
に
市
の
お
知
ら
せ

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

や
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

や
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
高
齢
者
や
子

く
り
の
た
め
に
高
齢
者
や
子

ど
も
な
ど
の
見
守
り
の
実
施

ど
も
な
ど
の
見
守
り
の
実
施

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　

鎌
倉
郵
便
局
の
佐
藤
紳
也

　

鎌
倉
郵
便
局
の
佐
藤
紳
也

局
長
は
「
す
べ
て
の
お
客
様

局
長
は
「
す
べ
て
の
お
客
様

に
安
心
・
安
全
を
提
供
す
る

に
安
心
・
安
全
を
提
供
す
る

使
命
の
も
と
、
地
域
や
市
民

使
命
の
も
と
、
地
域
や
市
民

に
信
頼
さ
れ
る
郵
便
局
を
目

に
信
頼
さ
れ
る
郵
便
局
を
目

指
し
、
市
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ

指
し
、
市
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
貢

ー
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

献
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

鶴
岡
八
幡
宮
か
ら
ほ
ど
近

　

鶴
岡
八
幡
宮
か
ら
ほ
ど
近

い
若
宮
大
路
沿
い
に
３
月

い
若
宮
大
路
沿
い
に
３
月
2626

日
、
小
田
急
電
鉄
（
東
京
都

日
、
小
田
急
電
鉄
（
東
京
都

新
宿
区
・
星
野
晃
司
社
長
）

新
宿
区
・
星
野
晃
司
社
長
）

が
、
鎌
倉
市
初
の
無
人
フ

が
、
鎌
倉
市
初
の
無
人
フ

ロ
ン
ト
を
採
用
し
た
「
源

ロ
ン
ト
を
採
用
し
た
「
源

（GEN
GEN

）ホ
テ
）ホ
テ

ル
鎌
倉
」
を

ル
鎌
倉
」
を

オ
ー
プ
ン
し

オ
ー
プ
ン
し

た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

チ
ェ
ッ
ク

　

チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
は
、
入

イ
ン
は
、
入

り
口
に
設
け
ら
れ
た
装
置
に

り
口
に
設
け
ら
れ
た
装
置
に

予
約
番
号
を
入
力
し
、
キ
ー

予
約
番
号
を
入
力
し
、
キ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
カ
ギ
を
受
け
取

ボ
ッ
ク
ス
の
カ
ギ
を
受
け
取

る
。
フ
ロ
ン
ト
の
効
率
化
に

る
。
フ
ロ
ン
ト
の
効
率
化
に

よ
る
コ
ス
ト
削
減
で
宿
泊
費

よ
る
コ
ス
ト
削
減
で
宿
泊
費

を
抑
え
、
約

を
抑
え
、
約
1515
㎡
の
ツ
イ
ン

㎡
の
ツ
イ
ン

か
ら
最
大
６
人
ま
で
利
用
で

か
ら
最
大
６
人
ま
で
利
用
で

き
る
約

き
る
約
4949
㎡
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

㎡
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

ル
ー
ム
ま
で

ル
ー
ム
ま
で
1515
部
屋
を
実

部
屋
を
実

現
。
ホ
テ
ル
は
建
物
の
２
、

現
。
ホ
テ
ル
は
建
物
の
２
、

３
階
部
分
で
、
和
風
の
モ
ダ

３
階
部
分
で
、
和
風
の
モ
ダ

ン
な
内
装
に
設
え
た
。
宿
泊

ン
な
内
装
に
設
え
た
。
宿
泊

費
は
１
部
屋
１
万
７
千
円
〜

費
は
１
部
屋
１
万
７
千
円
〜

５
万
円
程
度
。

５
万
円
程
度
。

　

運
営
は

　

運
営
は
2424
時
間
自
動
チ
ェ

時
間
自
動
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
シ
ス
テ
ム
「
Ｋ
Ｅ

ッ
ク
イ
ン
シ
ス
テ
ム
「
Ｋ
Ｅ

Ｙ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
を

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
を

都
内
中
心
に
全
国
展
開
す

都
内
中
心
に
全
国
展
開
す

るK

キ

ー

ル

ズ

キ

ー

ル

ズ

eeyls
eeyls

社
（
東
京
都
渋

社
（
東
京
都
渋

谷
区
・
大
貫
功
二
代
表
取
締

谷
区
・
大
貫
功
二
代
表
取
締

役
）
が
行
う
サ
ブ
リ
ー
ス
方

役
）
が
行
う
サ
ブ
リ
ー
ス
方

式
。
式
。K

eeyls
K
eeyls

社
と
小
田
急

社
と
小
田
急

電
鉄
は
す
で
に
小
田
急
線
下

電
鉄
は
す
で
に
小
田
急
線
下

北
沢
駅
・
町
田
駅
で
鍵
の
予

北
沢
駅
・
町
田
駅
で
鍵
の
予

約
か
ら
受
渡
ま
で
を
無
人
で

約
か
ら
受
渡
ま
で
を
無
人
で

繋
ぐ
シ
ス
テ
ム
に
連
動
し
た

繋
ぐ
シ
ス
テ
ム
に
連
動
し
た

Ｋ
Ｅ
Ｙ

Ｋ
Ｅ
Ｙ 

Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置
す

Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置
す

る
こ
と
で
連
携
し
て
い
る
。

る
こ
と
で
連
携
し
て
い
る
。

　

鎌
倉
市
雪
ノ
下
１
―
８
―

　

鎌
倉
市
雪
ノ
下
１
―
８
―

3636　

予
約
は
ウ
ェ
ブ
で
。
問

　

予
約
は
ウ
ェ
ブ
で
。
問

い
合
わ
せ
☎
０
４
６
７
・

い
合
わ
せ
☎
０
４
６
７
・
5050

・
０
７
７
７

・
０
７
７
７

　

葉
山
町
上
山
口
の
谷
戸
で

　

葉
山
町
上
山
口
の
谷
戸
で

３
月
３
月
1515
日
二
子
山
山
系
自
然

日
二
子
山
山
系
自
然

保
護
協
議
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

保
護
協
議
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
葉
山
い
き
も
の
の
谷
調

ト
「
葉
山
い
き
も
の
の
谷
調

査
保
全
活
動
」
が
行
わ
れ
、

査
保
全
活
動
」
が
行
わ
れ
、

都
内
や
横
浜
市
在
住
の

都
内
や
横
浜
市
在
住
の
1010
歳

か
ら
か
ら
1919
歳
の
子
ど
も
た
ち
約

歳
の
子
ど
も
た
ち
約

1010
人
が
里
山
で
の
作
業
に
汗

人
が
里
山
で
の
作
業
に
汗

を
流
し
た

を
流
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

「
自
然
体
験
教
育
研
究
会

　

「
自
然
体
験
教
育
研
究
会

Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
」
の
山
田
陽
治
代

Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
」
の
山
田
陽
治
代

表
（
表
（
4949
）
が
同
協
会
の
委
託

）
が
同
協
会
の
委
託

を
受
け
て
実
施
す
る
３
年
目

を
受
け
て
実
施
す
る
３
年
目

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
貴
重
な

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
貴
重
な

両
生
類
の
産
卵
の
た
め
の
水

両
生
類
の
産
卵
の
た
め
の
水

場
づ
く
り
や
、
春
先
に
咲
く

場
づ
く
り
や
、
春
先
に
咲
く

野
生
植
物
の
た
め
の
藪
刈
り

野
生
植
物
の
た
め
の
藪
刈
り

が
行
わ
れ
た
。

が
行
わ
れ
た
。

　

湿
地
の
中
に
作
り
あ
げ
た

　

湿
地
の
中
に
作
り
あ
げ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
池
に
は
子
ど
も

そ
れ
ぞ
れ
の
池
に
は
子
ど
も

た
ち
の
名
が
つ
け
ら
れ
、
オ

た
ち
の
名
が
つ
け
ら
れ
、
オ

タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や
ト
ウ
キ
ョ

タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
や
ト
ウ
キ
ョ

ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
ヤ
マ

ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
ヤ
マ

ア
カ
ガ
エ
ル
な
ど
を
池
ご
と

ア
カ
ガ
エ
ル
な
ど
を
池
ご
と

に
捕
獲
。
子
ど
も
た
ち
は
池

に
捕
獲
。
子
ど
も
た
ち
は
池

の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
ア
オ

の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
ア
オ

キ
や
シ
ロ
ダ
モ
の
伐
採
や
池

キ
や
シ
ロ
ダ
モ
の
伐
採
や
池

の
生
き
物
を
ア
ラ
イ
グ
マ
か

の
生
き
物
を
ア
ラ
イ
グ
マ
か

ら
守
る
た
め
の
竹
の
切
り
出

ら
守
る
た
め
の
竹
の
切
り
出

し
な
ど
力
仕
事
も
こ
な
し
な

し
な
ど
力
仕
事
も
こ
な
し
な

が
ら
、
生
き
物
の
名
前
の
確

が
ら
、
生
き
物
の
名
前
の
確

認
や
数
を
記
録
し
た
。

認
や
数
を
記
録
し
た
。

　

横
浜
市
在
住
の

　

横
浜
市
在
住
の
五さ

お
と

さ
お
と月
女め

陽は
る
は
る

斗と

く
ん
（

く
ん
（
1111
）
は
「
小
川
の

）
は
「
小
川
の

幅
が
広
が
っ
た
り
、
流
れ
が

幅
が
広
が
っ
た
り
、
流
れ
が

復
活
し
た
り
し
た
と
こ
ろ
も

復
活
し
た
り
し
た
と
こ
ろ
も

あ
る
。
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ

あ
る
。
ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
の
成
体
は
今
回
初

ョ
ウ
ウ
オ
の
成
体
は
今
回
初

め
て
見
つ
け
た
」
と
成
果
を

め
て
見
つ
け
た
」
と
成
果
を

実
感
。
同
じ
く
横
浜
か
ら
訪

実
感
。
同
じ
く
横
浜
か
ら
訪

れ
た
れ
た
貞さ

だ
ひ
ろ

さ
だ
ひ
ろ廣
宇た

か
や
す

た
か
や
す保
く
ん
（

く
ん
（
1313
）

は
「
こ
の
谷
戸
は
き
れ
い
で

は
「
こ
の
谷
戸
は
き
れ
い
で

湿
地
が
保
た
れ
て
い
る
。
ニ

湿
地
が
保
た
れ
て
い
る
。
ニ

リ
ン
ソ
ウ
も
多
い
」と
話
す
。

リ
ン
ソ
ウ
も
多
い
」と
話
す
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
ひ
っ
き

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
ひ
っ
き

り
な
し
に
生
き
物
の
名
前
や

り
な
し
に
生
き
物
の
名
前
や

知
識
を
確
認
す
る
質
問
が
あ

知
識
を
確
認
す
る
質
問
が
あ

り
、
山
田
代
表
は
保
全
活

り
、
山
田
代
表
は
保
全
活

動
に
特
に
力
を
注
ぐ
。「
本

動
に
特
に
力
を
注
ぐ
。「
本

の
知
識
だ
け
で
は
な
く
実
践

の
知
識
だ
け
で
は
な
く
実
践

で
し
か
育
た
な
い
経
験
値
が

で
し
か
育
た
な
い
経
験
値
が

重
要
」
と
、
足
元
の
自
然
を

重
要
」
と
、
足
元
の
自
然
を

愛
す
る
「

愛
す
る
「
地ぢ

つ
き
の
若
者
」

つ
き
の
若
者
」

の
育
成
に
夢
を
つ
な
げ
て
い

の
育
成
に
夢
を
つ
な
げ
て
い

た
。
た
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

　

昨
年
２
月
１
日
か
ら
今
年

　

昨
年
２
月
１
日
か
ら
今
年

１
月
末
ま
で
に
鎌
倉
市
内

１
月
末
ま
で
に
鎌
倉
市
内
2020

カ
所
の
俳
句
ポ
ス
ト
へ
の
投

カ
所
の
俳
句
ポ
ス
ト
へ
の
投

句
は
９
６
８
６
句
あ
り
、
年

句
は
９
６
８
６
句
あ
り
、
年

間
大
賞
が
選
ば
れ
た
。
年
間

間
大
賞
が
選
ば
れ
た
。
年
間

大
賞
は
次
の
と
お
り
。

大
賞
は
次
の
と
お
り
。

　

▼

　

▼
最
優
秀
賞

最
優
秀
賞　

　

名
月
や
波
よ
り
低
し
和
賀

　

名
月
や
波
よ
り
低
し
和
賀

江
島　

山
下
省
三（
横
浜
市
）

江
島　

山
下
省
三（
横
浜
市
）

　

▼
優
秀
賞

▼
優
秀
賞　

　

涼
し
さ
や
苔
石
段
に
立
子

　

涼
し
さ
や
苔
石
段
に
立
子

句
碑　

池
田
章
子（
武
蔵
野

句
碑　

池
田
章
子（
武
蔵
野

市
）
市
）

　

▼
優
秀
賞

▼
優
秀
賞　

　

一
山
の
花
の
盛
り
の
観
世

　

一
山
の
花
の
盛
り
の
観
世

音　

池
田
宏
治（
武
蔵
野
市
）

音　

池
田
宏
治（
武
蔵
野
市
）

　

問
い
合
わ
せ　

鎌
倉
俳
句

　

問
い
合
わ
せ　

鎌
倉
俳
句

＆
ハ
イ
ク
実
行
委
員
会
（
鎌

＆
ハ
イ
ク
実
行
委
員
会
（
鎌

倉
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
）

倉
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
）

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
2222
・
５
０
１

・
５
０
１

０

3232
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自宅でゆっくり読書のすすめⅡ自宅でゆっくり読書のすすめⅡ
～2000年以降に出版された、鎌倉を舞台の物語を集めてみました。～2000年以降に出版された、鎌倉を舞台の物語を集めてみました。

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０２０年（令和２年）５月１日 第494号 1部　110円 （４）


